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  議事課主任主事   前 鶴 彩 友

○本田委員長 ただいまから商工建設常任委員

会を開会いたします。

 まず、委員席の決定についてであります。

現在お座りの席のとおり決定してよろしいで

しょうか。

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○本田委員長 それでは、そのように決定いた

します。

 次に、本日の委員会の日程についてでありま

す。

 御覧の日程案のとおりでよろしいでしょうか。

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○本田委員長 それでは、そのように決定いた

します。

 執行部入室のため、暫時休憩いたします。

   午前９時58分休憩

   午前９時59分再開

○本田委員長 委員会を再開いたします。

 先般の臨時会におきまして、私ども７名が商

工建設常任委員会の委員となったところでござ

います。

 私は、このたび委員長に選任されました宮崎

市選出の本田利弘でございます。

一言御挨拶をさせていただきます。

 近年、最低賃金の大幅な引上げが続く一方で、

賃金上昇が物価高に追いつかず、県内の事業者、

労働者、双方に大きな負担と不安が生じている

と受け止めております。

 また、パワーハラスメントやカスタマーハラ

スメントなど、多様化・複雑化する商工トラブ

ルへの対応も急務となり、労使間の調整はこれ

まで以上に難しい局面があると感じております。

 こうした中で、労働委員会の皆様が中立・公

正の立場から労使紛争の調整やあっせん、労働

関係の安定に向けて、日々、御尽力されている

ことに改めて敬意を表します。

 本委員会としても、現場の実情や課題を丁寧

に伺いながら、県内の健全な労働環境づくりに

向けて連携を深めてまいりたいと思います。

１年間よろしくお願い申し上げます。

 委員の皆様を御紹介いたします。

 私の隣が串間市選出の河野通博副委員長でご

ざいます。

 向かって左側ですが、日向市選出の日高委員

でございます。

 都城市選出の山内委員でございます。

 小林市・西諸県郡選出の下沖委員でございま

す。

 向かって右側になりますが、宮崎市選出の坂

本委員でございます。

 宮崎市選出の脇谷委員でございます。

 次に、書記の紹介をいたします。

 正書記の矢野主任主事でございます。

 副書記の前鶴主任主事でございます。

 次に事務局長の御挨拶、幹部職員の紹介並び

に所管業務の概要説明等をお願いいたします。

○松浦労働委員会事務局長 事務局長の松浦で

ございます。

労働委員会は労働者と使用者の間の紛争解決

を支援する専門機関でございますが、しっかり

とその役割が果たせるよう、職員一同努力して

まいりますので、委員の皆様方の御指導をどう

ぞよろしくお願いいたします。

 まず、幹部職員の紹介をさせていただきます。

 委員会資料の３ページを御覧ください。

 調整審査課長の松元弘樹でございます。

 次に、４ページを御覧ください。
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 現在の労働委員会の委員一覧でございます。

 労働委員会は、公益委員、労働者委員及び使

用者委員の三者から構成される合議制の執行機

関でございまして、委員の数は公・労・使それ

ぞれ５名ずつの計15名となっております。

 委員の任命方法につきまして、労働者委員は

労働組合から、使用者委員は使用者団体からの

推薦に基づいて、また、公益委員は労働者委員

と使用者委員の合意を得て、知事が任命いたし

ます。任期は２年です。

 次に、５ページを御覧ください。

 労働委員会事務局は、１課１担当で、10名の

体制となっております。

 分掌事務の主なものですが、まず、１の不当

労働行為に関することです。

 不当労働行為とは、労働組合員であることな

どを理由とする解雇など使用者側の不利益な取

扱いや組合との団体交渉拒否などといった行為

であります。不当労働行為に対する組合からの

救済申立てがなされますと、調査や和解勧奨等

を行いますが、和解が調わなかった場合には、

救済命令等を出すことになります。

 次に、２の集団的労使紛争のあっせん等に関

することですが、労働組合と使用者との間に生

じた紛争について、両者の間に入り、あっせん

などの方法により解決を図っております。

 また、３の個別的労使紛争の相談及びあっせ

んに関することですが、労働者個人と使用者と

の間の労働関係に関する様々な相談を受け付け、

必要な情報の提供や助言を行っております。ま

た、両者との間に生じた紛争について、あっせ

んにより解決を図っております。

 次に、６ページを御覧ください。

 上の表にありますとおり、令和８年度の当初

予算は１億1,396万4,000円となっております。

 予算の主な内容につきましては、下の表にあ

りますとおり、事務局職員の人件費や労働委員

会の運営に要する経費となっております。

○本田委員長 執行部の説明が終わりました。

委員の皆様から質疑はありませんか。

○日高委員 資料４ページなんですけれども、

この労働委員会のメンバーですが、例えばこの

中で議員とか政治家がメンバーに入ることにつ

いては、別に定めはないと思うんです。

しかし、中立・中正を考えると政治的影響力

のある方は配慮し、のけてもらうというやり方

も一つあると思います。その中で例えば、これ

から政党として議員に立候補しようとする者が、

委員としてここに名を連ねることについて、問

題はないのかというところをお聞きしたいと思

います。

○松浦労働委員会事務局長 労働委員会の委員

は特別職の地方公務員になりますので、一般職

と異なりまして、地方公務員法上の政治的行為

の制限はございません。

ただ、公職選挙法におきまして、その地位を

利用して選挙運動をすることは禁止されており

ますので、その辺については委員の皆様に御承

知いただいているところでございます。

○日高委員 それは分かっているんですけれど

も、そういう選挙に出ようとする意思を持った

者が、政党という一つの枠になれば、先ほど中

立でやるべきだというけれども、実質そうはな

らないことが想定されます。

ですから、議員などがここに積極的に入り込

まずに、第三者機関としてしっかり審議を行っ

ていくというところなんでしょうけれども。

ここは明確に政党の推薦を受けて、あるいは

公認を受けて選挙に出ようとすることも確約さ

れている人が、ここに入ってきていいのかとい
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うことは、先ほど言ったように制約はないけれ

ども、よっぽど注意していかないといけないの

かなと思います。

その辺はもう少し、大丈夫なのか大丈夫では

ないのかというところも含めてしっかりと説明

を、なるほど、そうだったらいいなという答弁

をしていただければと思います。

○松浦労働委員会事務局長 政党の縛りという

ものは、委員の任命におきましてはないんです

けれども、公益委員については特定の政党から

２名以上の者はなってはいけないという規約は

ございます。

 多分、日高委員が御心配になられている件に

つきましては、一応、事務局とその方とお話し

いたしまして、今後の身の振り方につきまして

はきちんと整理するような形で話を進めている

ところでございます。

○日高委員 そういう形で進めるんだろうかな

と、身の振り方というよりも辞退するべきかと

正直思うんですけれども。

もうこういう形で上がってくれば、令和７年

から令和９年８月19日までは、この労働者委員

という肩書きは残るわけです。

ですので、この辺の肩書きをどう判断するの

か。こういう肩書きで選挙に出るということは

あってはならないですし、そうなった場合は少

し問題なのかなとか、全てそういうことにはこ

の辺を利用するとか、何をするとか、いろいろ

あると思うんです。その辺はしっかりと気をつ

けてやっていかないと、言ってみれば、うちの

自民党から入れていいのかという話になります

よね。

というようなところで、おかしくならないよ

うにしてもらわないと、統一地方選が間違いな

く任期途中でありますから、その辺も少し考え

てやってもらわないと、どうかなと思うんです

よね。

公平・公正な第三者機関としての労働委員会

ですので、もうはっきりしっかりその辺を話し

て、こういう人選が本当にどうあるべきなのか

ということを、しっかりとやってもらわないと

いけないと思います。もう議会で名前が出てい

るわけですので。

○松浦労働委員会事務局長 日高委員が御懸念

されているケースにつきましては、選挙活動に

支障がないようにということで、今年８月末を

もって辞職する旨の届出が知事部局のほうに出

されていると聞いております。

○日高委員 ということは、途中で辞任をされ

るということですか。

○松浦労働委員会事務局長 日高委員のおっ

しゃるとおりでございます。

○下沖委員 労使紛争について、これまでに

あった労使紛争の内容を少し教えてほしいです。

 あと、セクハラやパワハラなどで宮崎労働局

の雇用環境・均等室もしくは県の窓口から、職

員からセクハラ、パワハラを受けたという相談

はこれまで来ていないのか、件数が分かればそ

れも少し教えてほしいです。

○松元調整審査課長 まず、現状で審査を行っ

ている紛争関係につきましては、労働者の属す

る組合から、その労働者に関する雇用上の不利

益を被ったなどの内容の審査を行っているとこ

ろでございます。

具体的には、配置替えの問題ですとか、賃金

関係などでございます。

 あとパワハラやセクハラ、特にパワハラの相

談につきましては、労働相談の中でも一番数が

多いところでございまして、昨年度でいいます

とパワハラ・嫌がらせに関する相談が71件で、
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労働相談の約20％を占めているところでござい

ます。

全体の労働相談件数としては昨年度250件ござ

いまして、そのうちのパワハラ・嫌がらせが71

件、セクハラが５件という形になっております。

○下沖委員 もう一つ確認です。県の職員で組

合員に入っていない方もいると思うんですけれ

ども、それ以外で県の施設とかで働いているほ

かの会社、もしくは指定管理団体とか、そうい

う外部に委託している事業者たちからの相談と

いうのもありますか。

 この相談件数の中身は、県職員の内部だけの

話なのか、外部からもそういう相談が来ていま

すか。

○松元調整審査課長 まず、相談につきまして

は、基本的に県職員は対象外という形になって

おります。一般的な相談を受け付けるというの

はあるかもしれませんけれども、こういった審

査だとか、いろいろな手続になる分につきまし

ては、県職員は対象外という形で労働法でも定

められているところでございます。

○下沖委員 全て外部ということですか。県職

員ではない方からの相談がこの250件という見方

でいいですか。

○松元調整審査課長 昨年度の250件は全て外部

からという形でございます。

○本田委員長 ほかにございませんか。

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○本田委員長 それでは、以上をもって労働委

員会事務局を終わります。

 執行部の皆様、お疲れさまでした。

 暫時休憩いたします。

   午前10時14分休憩

   午前10時17分再開

○本田委員長 委員会を再開いたします。

 先般の臨時会におきまして、私ども７名が商

工建設常任委員会の委員となったところでござ

います。

 私は、このたび委員長に選任されました宮崎

市選出の本田利弘でございます。

一言御挨拶をさせていただきます。

本年度の宮崎県一般会計当初予算は約6,900億

円と過去最大規模となり、物価高騰対策や子育

て支援、そして国スポ・障スポの開催準備を柱

とした、県民生活と地域経済を力強く支える構

成となっております。

 商工観光労働部におかれましては、県内企業

の生産性向上、賃上げ環境の整備、人材確保、

観光需要の創出、さらには未来みやざき成長基

金を活用した新たな産業育成など、極めて広範

かつ重要な役割を担っておられます。

特に物価高の長期化により中小企業の経営環

境は依然として厳しく、賃上げと投資の好循環

をいかに実現するかが問われております。

 また、国スポ・障スポを契機とした観光交流

人口の拡大やインバウンド回復の加速、地域の

稼ぐ力の底上げも、本委員会として注視すべき

重要課題であると思います。

加えて、労働力不足が深刻化する中で、若

者・女性の就労支援、リスキリング、外国人材

の受入れ環境整備など、労働政策の強化も不可

欠となっております。

 本委員会といたしましては、県民生活と地域

経済の安定、そして持続的な成長を実現するた

め、県政の前進に向けて共に取り組んでいけれ

ばと存じます。

１年間、よろしくお願いいたします。

 委員の皆様を御紹介いたします。

 私の隣が串間市選出の河野通博副委員長でご
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ざいます。

 向かって左側が、日向市選出の日高委員でご

ざいます。

 都城市選出の山内委員でございます。

 小林市・西諸県郡選出の下沖委員でございま

す。

 向かって右側になりますが、宮崎市選出の坂

本委員でございます。

 宮崎市選出の脇谷委員でございます。

 次に、書記の紹介をいたします。

 正書記の矢野主任主事でございます。

 副書記の前鶴主任主事でございます。

 次に、部長の御挨拶と幹部職員の紹介並びに

所管業務の概要説明をお願いいたします。

○児玉商工観光労働部長 商工観光労働部長の

児玉でございます。

 年度当初、初めての委員会の開催に当たりま

して、一言御挨拶を申し上げます。

 まず、本田委員長におかれましては、委員の

皆様を御紹介いただきまして、ありがとうござ

いました。また、委員の皆様におかれましては、

今年度どうぞよろしくお願いいたします。

 説明に入ります前に、２点、御報告がござい

ます。

 まず、中東情勢の関係でございます。

 去る２月末にイスラエルと米国によるイラン

攻撃後、中東情勢の緊迫化が続いております。

 こうした状況を踏まえまして、商工観光労働

部におきましては、３月19日に商工会議所や商

工会等と連携して特別相談窓口を設置いたしま

して、燃料費や原材料費の高騰による資金繰り

への相談などに応じております。

これまでに38件の相談が寄せられており、県

や国の融資制度を御案内するなど、県内事業者

への支援を行っているところでございます。

 中東情勢は、大変、日々状況が変わってきて

おりまして、今後、さらなる県内経済や県民の

暮らしへの影響が出てくるのではないかと考え

ております。その状況をよく見極めて、また国

におかれましても様々な対応を、取っていただ

いているところでございますが、そうした状況

にもしっかりアンテナを張って、必要な対策を

講じていきたいと考えております。

 次に、国際テニス大会についてでございます。

 総合運動公園に、ひなた ＴＥＮＮＩＳ ＰＡ

ＲＫ ＭＩＹＡＺＡＫＩがオープンいたしまして、

早速ではありますが、男子の国際テニス大会Ａ

ＴＰチャレンジャー大会が３月29日から４月５

日にかけて開催されました。

 地元選手が第１シードの選手を破る活躍など

もありまして、大会も大いに盛り上がり、選手

及び関係者150名を含め、約2,800名の方々に御

来場いただきました。

 また、女子の国際テニス大会ＩＴＦワールド

テニスツアーが４月12日から26日まで、先週か

ら今週にかけて、２週間で２つの大会が連続し

て開催されております。

 今回、会場となりました、ひなた ＴＥＮＮＩ

Ｓ ＰＡＲＫ ＭＩＹＡＺＡＫＩについては、参

加いただいた選手や関係者からも大変すばらし

い施設だという評価をいただいているところで

す。

 引き続き、大規模大会等の一層の誘致に努め

てまいりたいと考えております。

 私ども商工観光労働部は、県内企業の成長促

進や産業振興、人材の育成・確保、観光誘客、

そして国際交流や多文化共生社会の推進など、

県内経済や県民の暮らしに直結する業務を多く

所管しております。

 本県においては、急速な人口減少や長引く物
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価高騰に加え、ＤＸやＧＸへの対応など様々な

課題がございます。

 これら諸課題に対して、商工観光労働部職員

一丸となって、関係機関や庁内関係部署と連携

し、適切に対応を図りながら、地域経済の活性

化に取り組んでまいる所存でございます。

 本田委員長をはじめ、委員の皆様におかれま

しては、引き続き御指導、御助言、そしてお力

添えを賜りますよう、よろしくお願いいたしま

す。

 委員会資料の３ページをお願いします。

 初めに、幹部職員の紹介をさせていただきま

す。

 次長の甲斐慎一郎でございます。

 企業立地推進局長兼企業立地課長の川越勉で

ございます。

 観光経済交流局長の伊東浩でございます。

 商工政策課長の矢越智郁でございます。

 経営金融支援室長の白水都でございます。

 企業振興課長の長谷川誠でございます。

 先端技術産業推進室長の野田忍でございます。

 雇用労働政策課長の西久保耕史でございます。

 観光推進課長の池北斉でございます。

 スポーツランド推進課長の岩本真でございま

す。

 国際・経済交流課長の元信孝でございます。

 工業技術センター所長の湯地正仁でございま

す。

 食品開発センター所長の黒木俊幸でございま

す。

 県立産業技術専門校校長の守部丈博でござい

ます。

 最後に、議会を担当します、商工政策課企画

調整担当主幹の石本竜一でございます。

 次に、資料の６ページをお願いします。

 ここから７ページにかけましては、部の執行

体制を記載しております。

 本庁は２局７課２室、出先機関が４機関の体

制となっております。

 なお、令和８年度に組織改正を行った部署は

ありませんので説明は省略させていただきます。

後ほど御覧いただければと思います。

 ８ページをお願いします。

 ここから12ページにかけましては、各課の分

掌事務を記載しております。こちらも説明は省

略させていただきます。後ほど御覧いただけれ

ばと思います。

 13ページをお願いします。

 商工観光労働部の令和８年度当初予算額につ

いて、課ごとに表にまとめております。

 令和８年度の一般会計の当初予算額は、表の

２段目、一般会計の行、左から２列目の欄にあ

りますとおり、463億8,454万9,000円でございま

す。

 また、特別会計の当初予算額につきましては、

表の下から３段目、特別会計の行、左から２列

目の欄にありますとおり、10億8,995万円でござ

います。

 その結果、一般会計と特別会計を合わせた商

工観光労働部全体の額としましては、表の１段

目、商工観光労働部の行、左から２列目の欄に

ありますとおり、474億7,449万9,000円となって

おります。

 右端には、前年度予算額との比較を載せてお

ります。

 上から２段目の一般会計の行において、前年

度と比べ約16億6,000万円余の減額となっており

ます。

これは主に商工政策課経営金融支援室の中小

企業融資制度貸付金において、金融機関への預
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託額が減少したことによるものであります。

 14～19ページにかけましては、宮崎県総合計

画アクションプランをプログラム別に分け、令

和８年度の当初予算における当部の主な事業を

体系的に整理したものになります。

 当部といたしましては、プログラムⅠのコロ

ナ禍・物価高騰等からの宮崎再生をはじめ、全

てのプログラムにおいて積極的に各種施策を展

開してまいります。

 続きまして、20ページをお願いします。

 スポーツランドみやざきの今後の方向性につ

きまして、御説明いたします。

 本県の強みである、子供・若者やグリーン成

長、スポーツ観光の３分野で日本一を目指す日

本一挑戦プロジェクトにつきましては、令和６

年度から本格的に取り組んでおり、今年度が最

終年度を迎えます。

 このうち、スポーツ観光プロジェクトにつき

ましては、当部が中心となって進めており、昨

年度、県外からのキャンプ・合宿の延べ参加者

数が初めて20万人を超え、過去最高を更新する

など、着実な成果につながっているところです。

 今後の方向性につきましては、（２）にあり

ますとおり、国スポ新施設等を有効に活用しな

がら、①～④にある誘致強化や継続定着、投資

促進、基盤強化に取り組むことで、次なる経済

成長のエンジンとして、スポーツで本県経済に

活力を与え、スポーツの成長産業化の実現を目

指したいと考えております。

 それにより、（３）にありますとおり、国ス

ポ新施設等の活用による経済効果について、令

和15年度で、令和６年度の２倍以上となる年間

400億円を目指してまいります。

 21ページをお願いします。

 施策の展開につきましては、（４）にありま

すとおり、①通年化・全県化、②聖地化・ブラ

ンド化、③民間投資の促進、そして④スポーツ

の成長産業化を支える基盤の強化に向け、これ

らの施策に係る事業を列挙しております。

 今後、これらの施策を切れ目なく、効果的か

つ有機的に展開し、スポーツの成長産業化を目

指してまいりたいと考えております。

 また、22ページ以降につきましては、各課の

主な事業につきまして掲載しておりますが、説

明は省略させていただきます。

○本田委員長 執行部の説明が終わりました。

委員の皆様から質疑はありませんか。

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○本田委員長 それでは、以上をもって商工観

光労働部を終わります。

 執行部の皆様、お疲れさまでございました。

 暫時休憩いたします。

   午前10時30分休憩

   午前10時40分再開

○本田委員長 委員会を再開いたします。

 先般の臨時会におきまして、私ども７名が商

工建設常任委員会委員となったところでござい

ます。

私は、このたび委員長に選任されました宮崎

市選出の本田利弘でございます。

一言御挨拶を申し上げます。

 令和８年度の事業計画が示され、本委員会と

しても、県土整備部の皆様と共に、県民生活の

安全・安心を支える社会基盤整備を着実に前進

させる１年としていきたいと考えております。

 本年度は、物価高騰への対応や災害に強い県

土づくり、さらに、国スポ・障スポ開催に向け

た施設整備など多岐にわたる重要施策が同時並

行で進む、極めて重要な年であります。
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 また、未来みやざき成長基金や、ふるさと納

税を活用した財源確保の取組も本格化し、県土

整備行政においても戦略的な事業選択が求めら

れております。

 本委員会としては、限られた財源の中で最大

の効果を生み出すため、事業の優先度や進捗、

課題を丁寧に確認し、県民にとって価値ある成

果につなげていく所存でございます。

 県土整備部の皆様には１年間お世話になりま

すが、率直な情報提供と建設的な議論への御協

力をお願いしたいと思っています。

１年間よろしくお願い申し上げます。

 委員の皆様を御紹介いたします。

 まず私の隣が、串間市選出の河野通博副委員

長でございます。

次に、向かって左側でございますが、日向市

選出の日高委員でございます。

都城市選出の山内委員でございます。

小林市・西諸県郡選出の下沖委員でございま

す。

向かって右側になりますが、宮崎市選出の坂

本委員でございます。

宮崎市選出の脇谷委員でございます。

次に、書記の紹介をいたします。

正書記の矢野主任主事でございます。

副書記の前鶴主任主事でございます。

 次に、部長の御挨拶と幹部職員の紹介並びに

所管業務の概要説明をお願いいたします。

○中原県土整備部長 県土整備部長の中原でご

ざいます。

 県土整備部は、県民の命と暮らしを守るため

の防災・減災、県土強靱化や県勢発展の基盤と

なる道路や港湾等の社会資本整備など、本県の

豊かな未来を見据えた県土づくりを担っており

ます。

 風水害や、発生が懸念されている南海トラフ

地震などへの対応強化や、建設業の担い手確保

や生産性向上など様々な課題がございますが、

現場の実態やニーズに応じて、柔軟かつ迅速に

対応できるよう職員一丸となって取り組んでま

いりますので、委員の皆様方におかれましては、

御指導、御支援のほど、どうぞよろしくお願い

申し上げます。

 初めに、幹部職員の紹介をさせていただきま

す。

 資料３ページを御覧ください。

 総括次長の鬼塚保行でございます。

道路・河川・港湾担当次長の山浦弘志でござ

います。

都市計画・建築担当次長の松田真二でござい

ます。

高速道対策局長の山下明男でございます。

管理課長の菊池博でございます。

用地対策課長の米丸賢悟でございます。

技術企画課長の前田秀高でございます。

工事検査課長の後藤国彦でございます。

盛土対策課長の春田博文でございます。

４ページを御覧ください。

道路建設課長の椎葉倫男でございます。

道路保全課長の大部薗一彦でございます。

河川課長の中武透でございます。

ダム対策監の脇山富夫でございます。

砂防課長の今村拓也でございます。

港湾課長の那須紘之でございます。

空港・ポートセールス対策監の髙澤俊満でご

ざいます。

都市計画課長の丸岡浩二でございます。

美しい宮崎づくり推進室長の井上政和でござ

います。

５ページを御覧ください。
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建築住宅課長の小原新吾でございます。

高速道対策局次長の杉本達哉でございます。

最後に、議会担当の管理課企画調整担当主幹

の門川豊士でございます。

次に、県土整備部の所管業務等につきまして

御説明いたします。

 ７ページを御覧ください。

本庁の各所属になります。

本庁には、１局12課１課内室がございます。

 ８ページを御覧ください。

出先機関になります。

出先機関は14事務所ございます。

この体制で県土整備行政の推進に取り組んで

まいります。

 ９ページを御覧ください。

ここから12ページにかけまして、本庁各課の

分掌事務を記載しております。後ほど御覧いた

だければと思います。

 次に、県土整備部の令和８年度当初予算につ

いて御説明いたします。

 13ページを御覧ください。

当初予算一覧の部総括であります。

 令和８年度当初予算額は、太線で囲んでおり

ますＢの欄ですが、１行目の一般会計が899億円

余、下から４行目の特別会計が16億円余、一番

下の部予算合計で915億円余となりまして、その

左の欄にあります前年度の当初予算額と比較し

ますと、3.5％増となっております。

 23ページを御覧ください。

ここから27ページにかけまして、令和８年度

の県土整備部の主な事業を、宮崎県総合計画ア

クションプランにおけるプログラム別に整理し

たものでございます。

 また、28ページ以降に新規事業の概要を添付

しておりますので、後ほど御覧いただければと

思います。

○本田委員長 執行部の説明が終わりました。

委員の皆様から質疑はありませんか。

○脇谷委員 １点だけなんですけれども、資料

29ページの「リモコン式草刈機を活用した河川

環境整備活動支援事業」のことなんですが、議

会で承認されたので、それを地域の方に言った

ら、地域の方が土木事務所に問合せをしたんだ

けれども、土木事務所は知らないと言われたん

ですね。

 ですから、情報の共有を同時にされているの

かどうかを知りたいんですけれども。

○中武河川課長 今回のこの「リモコン式草刈

機を活用した河川環境整備活動支援事業」につ

きましては、当初予算で認めていただいて、よ

うやく発注する段階になりましたので、今、注

文ですとか購入の手続を進めておりまして、現

在、土木事務所にその用具の貸出しですとか、

その詰めのところを行っておりますので、委員

がおっしゃるとおり、まだ事務所との連携とい

いますか、環境が少し整っていない面がありま

した。しっかり進めてまいります。失礼いたし

ました。

○脇谷委員 やはり予算が承認されて、その後

は、すぐに私たちは地域の人に言うので、地域

の人は待ってましたとすぐ連絡します。これか

らでもいいので情報を共有していただかないと、

嘘を言ったんだろうというように言われるので、

そこのところはぜひ、よろしくお願いします。

○山内委員 関連して、今から発注などがある

ということですが、スケジュール感としては、

いつ土木事務所に入るのかというのが分かれば

教えてください。

○中武河川課長 現在、このリモコン式草刈機

につきましては、購入の手続としまして、４月
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17日に公告をしまして、連休明けの５月13日に

開札を予定しております。

 ただ、この草刈機は、結構高価なもので１台

500～600万円するような機械です。メーカーに

聞きますと、在庫状況によって、新たに製品を

作り始めたり、あるいは在庫があるところです

と納入できたりするということで、物すごく在

庫があるようなものではないとのことです。見

込みとしましては６～８月にかけて、順次、購

入できて、事務所に配置できればという状況で

ございます。

○日高委員 私は、草刈機のことではなく、い

ろいろと皆さん方に質問したいことは、いっぱ

い考えてきたんですけれども、今日は、１点に

絞りたいと思っております。

 まず、私も商工建設常任委員会の委員をして

２年目になりますけれども、これまでの反省点

を、どう県土整備部として生かし、今期、中原

部長体制になって、その反省点を、こういう形

で補って、県土整備部として新たな挑戦をして

いくんだという意気込みがありましたら、部長

にお聞きしたいと思います。

○中原県土整備部長 昨年度の１年を経て、

我々が思っているのが、やはり部の垣根を超え

て、組織横断的にやっていかないといけない課

題がたくさんあるなと思っています。

 商工建設常任委員会、まさに商工と県土は両

輪で動いていかないといけないなと思っており

ますので、そこはしっかり連携を図りながら、

社会資本整備を進めていきたいと思っておりま

す。

○日高委員 まさにそのとおりだと思っており

ます。ですからそれを、特に総括次長とか、土

木次長とかがしっかりと支えていかなければい

けないわけですよね。

 大丈夫ですかね、土木次長できますかね。

○山浦県土整備部次長（道路・河川・港湾担当）

私も昨年度、高速道対策局におりましたので、

昨年度の反省という部分では、やはり部長同様、

しっかり横の連携というようなところにつきま

して、積極的に動いてまいりたいと思っており

ます。

 引き続きよろしくお願いします。

○日高委員 できれば若手の育成も、やはり

やってもらわないといけないと思うんですよね。

若手の育成はやはり次長ですか、どう考えてい

ますか。

○山浦県土整備部次長（道路・河川・港湾担当）

若手の育成、まさしくこの担い手、県庁の中

でも技術職の採用はなかなか厳しいような状況

の中で、若手をいかに育てていくかというとこ

ろが大変重要ですので、研修なども含めて、

しっかりと若手の育成にも努めて参りたいと考

えております。

○日高委員 今までのようなことでは駄目です

ね。やはり心を入れ替えてと言っては失礼です

けれども、新たな気持ちでやっていって育てて

いく。そうでないと土木の若手が、どうも伸び

てこないのかなと思います。

 それに関連して予算も、やはり非常に重要に

なってくるわけであって、県土整備部のこれか

らの予算を総合的にどういう形で、目に見える

形で各土木事務所に振り分けていって、それぞ

れの要請をしっかり聞いて建設業を伸ばしてい

くのかという、もうからないといけないわけで

すから。

 その予算配分もあると思うんですけれども、

総括次長に、その辺のことを、少しお伺いした

いと思います。

○鬼塚県土整備部次長（総括） 委員のおっ
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しゃるとおりでございますが、人材育成・確保、

それと、県勢の発展を考えるのであれば、やは

り予算の確保というのは、しっかりとしなけれ

ばならないと思っています。

 予算配分につきましても、部長はじめ我々、

そして担当課長等で、しっかりと事業の効率化

を目指した配分に努めてまいりたいと思ってお

ります。

○日高委員 まだ聞きたかったんですけれども、

最初だからこの辺でやめておきます。

○坂本委員 中東情勢の影響を、少しお伺いし

ます。

 先ほど商工観光労働部からは、商工会議所と

連携して相談窓口を設けて、複数の相談を寄せ

られているという御報告がありました。

 建設関係について、ニュース等の報道等では

いろいろ伺っていますけれども、実際に業界の

方に伺いますと、建築資材、シンナー、防水

シート、塗料などが品薄になってきている、値

段が上がっていると伺っています。建設業界の

事業者の方たちの実態の把握と、公共工事への

今後の影響について、見込みをどのように持っ

ていらっしゃるのかお伺いします。

○前田技術企画課長 中東情勢の変化によりま

して、土木資材の原材料の価格上昇が生じてお

ります。

 特に、重油やナフサの原油由来の製品で価格

が高騰している状況になっております。

 現在、よく問合せがあるのが、アスファルト

混合物で、油や重油の価格が直接影響するもの

ですから、材料の価格上昇が工事費用にも影響

し上がっていくということで、約２割ぐらい上

がっているような状況で聞いております。

 土木資材ではアスファルト混合物のほかに、

塩化ビニールや区画線のラインの部分ですとか、

塗料、シンナー等が挙げられておりまして、さ

らに、発泡スチロールや塩化ビニールパイプと

いった資材の入手難も、懸念されているところ

であります。

 こちらについては県の対応としまして、公共

工事では予期することができない特別な事情で、

労務費や資材価格が急激に変動し、請負代金が

不適当となった場合におきましては、工事請負

約款の中でスライド条項というものがあります。

 こちらについては、柔軟に対応していくとい

うことで、受注者からの申入れがあった場合に

は柔軟に対応していくということで考えており

ます。

 それから、資材の入手難となる工事がある場

合には、工期延伸等の手続等もやっていくとい

うことで考えております。

 また、建設業協会との意見交換会等も実際に

実施しておりまして、何らかのことがあれば相

談に応じるという形で対応しております。

○下沖委員 今の質問に関連して、昨年度も物

価高騰で着工ができなかった箇所もあると聞い

ているんですけれども、先ほど言われたように、

資材を含めて価格が上がっている中で、その件

数を含めて、これを維持できるのか、予算の都

合上、何か所か削った上でその予算を確保する

という状態になり得るのか。

 計画をつくったのが12月頃だと思いますけれ

ども、今の計画上での建設を含めた着工件数に

対して、物価高騰の影響などで状況が変わって

きていますが、今後の対応をどう考えているの

か伺います。

○前田技術企画課長 どのくらいの工事で影響

が出ているのかということもありましたので、

現在、出先事務所にも問合せ等をさせていただ

いたところ、資材入手難での相談が７件ほど、
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資材の価格高騰での相談が21件ほどとなってお

ります。

 その工事については、継続して実施していか

なければなりませんので、先ほどお話ししまし

たとおり、工期の延伸であるとか、そういった

形で対応していくことが出てくるのかなという

ことでございます。

 何せ今の状況でいくと、先がまだはっきり分

からないので、どういう工事の件数が減るのか

というところまでは、はっきりしないというよ

うな状況でございます。

○本田委員長 ほかにございませんか。

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○本田委員長 それでは、以上をもって県土整

備部を終わります。

 執行部の皆様、お疲れさまでした。

 暫時休憩いたします。

   午前11時０分休憩

   午前11時１分再開

○本田委員長 委員会を再開いたします。

 ここで４月15日に行われました委員長会議の

内容について、御報告をいたします。

 タブレット資料の委員長会議確認事項を御確

認ください。

 委員長会議において、委員長会議確認事項の

とおり、委員会運営に当たっての留意事項等を

確認いたしました。

 時間の都合もありますので、特に御留意いた

だきたい点、新たに追加変更となる点について

御説明をいたします。

 まず、タブレット資料３ページをお開きくだ

さい。

 （５）の閉会中の常任委員会についてであり

ます。定例会と定例会の間に、原則として１回

以上開催し、また必要がある場合には適宜、委

員会を開催するという内容であります。

 次のページをお開きください。

 （６）の欠席の届出についてです。

 タブレット資料10ページを御覧ください。

 ここにあります様式により、委員長に事前に

届け出ることとしておりますが、今回、具体的

な欠席の理由を書きやすいように記載例が加

わっております。

 タブレット資料４ページにお戻りください。

 （７）の執行部への資料要求につきましては、

委員から要求があった場合、委員長が委員会に

諮った後、委員長から要求するという内容です。

 （８）の常任委員長報告の修正申入れ及び署

名についてであります。

 本会議で報告する委員長報告について、委員

会でその内容を委員長一任と決定した場合、各

委員が修正等の申入れを行う場合は、委員長へ

直接行うこと、報告の署名は、委員長のみが行

うこととするものであります。

 （９）のマスコミ取材については、取材は原

則として、採決等委員協議を含めて記者席で行

わせるという内容でありまして、委員会は採決

等も含め、原則公開となっております。

 （10）の執行部の入替えにつきましては、開

会前にお伝えしましたとおりであります。

 次のページをお開きください。（12）の調査

等につきましては、アの県内調査、イの県外調

査、ウの国等への陳情と分かれております。

 アの県内調査について、４点ございます。

 １点目は、県民との意見交換を活発に行うた

め、常任委員会の県内調査において、県民との

意見交換を積極的に行うというものです。

 ２点目は、調査中の陳情・要望等については、

委員会は内部審査機関であり、対外的な権限を
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持つものではないため、後日、回答する等の約

束はしないというものであります。

 ３点目は、委員会による調査でありますので、

単独行動による発着は、できる限り避けるとい

うものであります。

 ４点目について、調査先は、原則として県内

の状況把握を目的に選定されるものですが、県

内での調査先の選定が困難であり、かつ県政の

重要課題に関して、特に必要がある場合には、

日程及び予算の範囲内で隣県を調査できるとい

うものであります。

 次のページをお開きください。（15）の委員

会におけるパソコン等の使用についてです。

 詳細は、タブレット資料12ページにあります

ので、後ほど御確認をお願いいたします。

 （16）のオンライン委員会の運営についてで

す。詳細は、タブレット資料13～16ページにあ

りますので、後ほど御確認してください。

 そのほかの事項につきましても、目を通して

いただきたいと思います。

 皆様には、確認事項等に基づき、委員会の運

営が円滑に進むよう御協力をお願いいたします。

 確認事項等について、何か御意見等はござい

ませんか。

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○本田委員長 次に、今年度の委員会調査など

活動計画案についてであります。

 タブレット資料19ページを御覧ください。

 活動計画（案）にありますとおり、県内調査

を５月に、県外調査を10月に実施をする予定で

あります。

 初めに県内調査についてでありますが、県北

調査、県南調査それぞれの行程案を事前に作成

をしましたので、タブレット資料21、22ページ

を御覧ください。

 加えて、県内調査の調査候補地の概要と過去

５年分の商工建設常任委員会の調査実施状況も

作成をしておりますので、併せて御覧ください。

 暫時休憩いたします。

   午前11時７分休憩

   午前11時15分再開

○本田委員長 委員会を再開いたします。

 県内調査の日程、調査先等につきましては、

正副委員長に御一任いただくことで御異議ござ

いませんか。

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○本田委員長 それでは、そのようにさせてい

ただきます。

 次に、県外調査についてでありますが、過去

５年分の商工建設常任委員会の調査実施状況を

最後のページにつけておりますので御覧をくだ

さい。

 暫時休憩いたします。

   午前11時15分休憩

   午前11時16分再開

○本田委員長 委員会を再開いたします。

 県外調査につきましては、６月定例会中の委

員会で改めて御意見を伺いますので、よろしく

お願いいたします。

 そのほか、何かございませんか。

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○本田委員長 ほかに何もないようでしたら、

本日の委員会を終了したいと思いますが、よろ

しいでしょうか。

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○本田委員長 それでは、以上をもちまして、

本日の委員会を終わります。

 お疲れさまでした。
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   午前11時17分閉会



 



署 名

商工建設常任委員会委員長  本 田 利 弘


